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中部ジャワにおける社会福祉施設の現状(1)
一 児童養護施設の実態 について 一





習及び価値観が横たわっているか らである。過去6年 間滞在 していた中部ジャワのス
マラン市を中心 に福祉施設の訪問調査を行った。社会福祉分野に関しては長いオラン







インドネシア共和国は人口2億 人(1)を超える世界第4位 の人口大国である。1997年7月 にタ
イに始まったアジア通貨経済危機は直ちにインドネシア経済を直撃し、ルピア(Rp)通 貨は半年
で1/6に まで暴落し、経済危機に見舞われた。更に、物価高騰 と失業者の急増をもたらした(2)。
都市暴動が各地で激化 し、華人の国外逃避が続 き、30年 以上続いたスハル ト政権は崩壊 し、






中部ジャワを調査地に選んだのは、筆者はかって1974年 か ら1980年 までの6年 間にわたって、
中部ジャワ州のスマラン市に滞在していた経験があ り、市の社会状況、福祉状況を把握するの
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1.調 査地の スマ ラン市(中 部ジ ャワ)に ついて
スマラン(Semara皿g)市 はジャワ島北岸のほぼ中央に位置 し、大型船舶が接岸できるインド
ネシアでは数少ない港湾都市であ り、陸上交通の中心でもある。人口はインドネシア共和国で
第5番 目の100万 都市である(表1参 照)。 首都ジャカルタ(Jakarta)に 並ぶ華僑の中心地で、
繊維産業など商工業都市である。18世 紀には、砂糖などの熱帯農産物(強 制栽培:プ ランテー
ション)の 主要積み出し港であった(3>。
表1イ ンドネシア5大 都市の人口(1990年)
都 市 名 人 口(単 位:万)
① ジ ャ カ ル タ(ジ ャ ワ 島)
② ス ラバ ヤ(ジ ヤ ワ 島)
③ メ ダ ン(ス マ トラ 島)
④ バ ン ドン(ジ ヤ ワ 島)






(出 典:田 辺 裕 監 修 、 佐 藤 哲 夫 ・永 田淳 嗣 訳 図 説 大 百 科 世 界 の 地理21『 東 南 ア ジ ア 』
EncyclopediaofWorldGeography朝 倉 書 店 、1997年p2908か ら筆 者 作 成)
図1ジ ャワ島とスマラン市
(出典:石 井米雄 監修土 屋健 治丶 加藤 剛 、深見 純生 編集 委員 「イ ン ドネ シアの事 典』一 東南 ア ジア を知 る
シ リー ズ ーEncyclopediaoflndonesia同 朋 舎、1991年204ペ ー ジ よ り筆者 加筆作 成)
スマラン市の背後(南 部)に は、 ジャワ更紗とブンガワン ・ソロの歌で有名なソロ市(現 ス
ラカルタ市)、 及び世界最大の仏教遺跡ボロブ ドールで有名な文化都市でもあるジョクジャカル










の伝統的な慣習法やイスラム法に影響 されて見るべ きものがない。ただ し、長いオランダの植
民地時代の影響が社会福祉分野にも色濃 く残されている。これは児童福祉施設のみでなく障害
者や高齢者福祉施設にも見 られ、 さらに、欧州、特にオランダから多 くのナースやシスター及
びボランティアが辺ぴな田舎にも長期 に滞在 している。以上のことよりインドネシァにおける
孤児院あるいは児童養護施設などに関する概念は欧州の影響が極めて大 きいといえる。
インドネシアの絶対的貧困層(4)は1970年 に60%7000万 人に達 していたが、'76～84年 にその
数50%に 減少し、'90年 には国民の15%2720万 人(96/2250万 人(5))に まで減った(6)。とは言え、
現段階でも境界線上を含めて膨大な数字への対応を迫られている。インドネシア共和国憲法第
34条 には 「貧困状態にあり、そして放置された児童は、国家が保護する」 とあるが、福祉に関し





ことを目的とする施設 どする」 と規定 されている。入所できる年齢は、満1歳 から満18歳 まで






① 事前調査及び施設訪問交渉;過 去(1974～1980年)に 滞在 していた時期の職場の同僚
(イ ンドネシア人及びインドネシア華人)の 協力を得てスマラン市近郊の社会福祉施設
(老人ホーム、児童養護施設、障害児 ・者施設など)の 所在地等の事前調査 を行い、 日
本で希望訪問先を決定 し、Fax連 絡で訪問のアポイントをとってもらう方式を採用した。
② 調査対象の場所;中 部ジャワ州(Jawatengah)ス マラン市(Semarang)と その近郊 と
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したが、3回 目においては、 ジャカルタ特別市、パ レンバ ン市(Palembang:ス マ トラ
島)に も調査対象を広げた。










ャワの児童養護施設は、設立された年代が1938年 から2001年 と幅が広 く、第二次世界大戦前か
ら存在 していた施設も含まれている。
入所定員は全て100名 未満であった。入所条件の最少年齢は4歳 か ら6歳 まで、退所の年齢は
15歳か ら20歳 と幅が広 く、更に、入所児童の性別も男子のみの施設と男女共同の施設 と各施設で
まちまちであった。施設の建物は、学校やモスク併設の驚 くような立派なものか ら一般の民家
を改造した古 く、内部が薄暗い建物 まで多様であった。
しか し、各施設には、居室(グ ループ様式)、寝室(2段 ベ ッド・グループ)、食堂、ホビー
ルーム(低 学年児童用遊戯室)、脱衣所、シャワールーム、洗濯室(韓 国製寄贈洗濯機が多い)、
調理室、図書室、会議室兼学習室、応接室(面 談室)、 医務室、事務室などが設置されている。
但 し、応接室 といってもイスラーム系のB施 設(表2参 照)の ように、外部からの来訪者 も直
接床(絨 毯敷 きコンクリー ト床)に 車座 になって施設職員 と面談を行 う方法をとっている。 日
本人にとって、この面談方法に対 し、違和感を感 じないためには、かなりの経験や慣れが必要
である。キ リス ト教系のD施 設の応接室は欧米方式であ り、面談にも安定感と安心感があった。
今回訪問調査を行った児童養護施設の実態概要は 表2の 如 くである。
尚、表中にある施設名の前にくる用語PantiAsuhanは 、英語のOrphanage(孤 児院)と も訳
されるが、後述する各施設の理念 ・目標か ら考えると児童養護施設の訳のほうが相応 しいと考
えられる。
4)各 施設の理念 ・目標


















設 置 主 体 と
設 立 年
イ ス ラー ム
1938年
イ ス ラ ー ム
1996年













入退所年齢(歳) 6-20 5--18 6-20
4～12(入 所)
(女子18歳 迄男 5 )
通学所管学校 と



















*PantiSosialAsuhanAnakMuslimatUN:中 部 ジャワモス リム学者協 会モス リム女性部会設立の児童教






芸術 と文化教育、クルアーン(al-Qur'an)の 朗誦、読唱、書道(ア ラビア文字(9)の写経)
等を指導する。
児童の地域社会に関する無関心(無 頓着)に 対 して関心を持たせる様(良 い作法)に 養
育指導する。











A施 設の入所児童の内訳は表3の 様になっている。中学校児童が5割 近くを占め、中 ・高生の構
成比率は70%を 超えてお り、日本と同じ傾向(日 本は60%)を 示している。この施設の児童の全て
が、なんらかの学校に通学している。18歳以上の入所児童5名 は高校以上の高等教育を受けていた。
今回の調査では宗教省所管学校 と国民教育省所管学校(11)のいずれかの各段階の学校に通学 し
ていた。B施 設及びD施 設には就学前児童が入所 している。
表3A施 設入所児童の構成比
入所児童のレベル 人 数 構成比(%)
小 学 校(SD) 14 21.5
中 学 校(SLIP) 31 47.7
高 等 学 校(SLTA) 15 23.1
高等教育機関(PT他) 5 7.7
合 計 65 100.0
PT:PerguruanTinggi(InstituteofHigherEducation)
(出典;A施 設の入所案 内書 か ら筆者作成)
(2)入 所 条 件 及 び 必 要書 類
入 所 申請 時 の所 轄 行 政 区 か らの 証 明 書 、 記 録 等 の提 出書 類 は次 の様 に な っ て い る。
一 児 童 の生 活 状 況
一 親 の死 亡 証 明 の複 写 コ ピー 、 な ど
一 居 住 証 明書(KTP)と 家 族 証 明 書 の 複 写 コ ピー 添付
一11歳 未 満 の証 明書
等 で あ るが 、 親 族 の扶 養 義務 調 査 は厳 密 に行 わ れ る 。 尚 、 中 部 ジ ャ ワ ・モ ス リム女 性 部 会 設
立 の 施 設 で あ るC施 設 は 「地 方 の モ ス リ ム女 性 部会 リー ダ ー の 推 薦 を受 けて い る こ と」 が 条 件
に な っ て い る 。親 の死 亡 証 明書 の提 出 な どは、 日本 で い う1960年 代 の孤 児 院 に 近 い 部分 もあ る 。
以 上 の よ う な条 件 だ とす れ ば 、 貧 困 児 童 や 住 所 不 定 の ス トリー ト ・チ ル ドレ ンな どは まず 除 外
され て入 所 不 可 能 とな っ て しま う。
6)児 童養護施設の日課











































(出典:A施 設の入所 案内書 か ら筆者作 成)





施設の施設長(教 育学博士)が 近 くにいる上級生に指示 して、お金を受け取 り(金 銭管理)と
領収書を作成させて、施設長が領収書にサインする。 この一連の施設長の指示に含まれている
教育効果の奥深 さを垣聞見た。
どこの施設にも細かな作業の当番表(食 事、配膳、飲料水、掃除等)が 壁 に貼 られている。
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7)行 政からの支援補助
各施設の運営資金は篤志家および教会や宗教部門、地域産業のタバコ会社などの寄付 による






*一 児童につ きRp1,750/日(約¥25/日 、但 し、1月 から9月 までの9ヶ 月間)
*通 学児童は一人につきRp15,000/月(約¥217/月)の 追加補助がある。
日本 円 に換 算 して 比較 をす る こ と は、 意 味 が無 い と考 え られ るが 、 行 政 か らの 補 助 金 は す ず
め の涙 ほ どで、 極 め て少 な い こ とが 理 解 で きる。
(日本 円換 算 レー ト;¥1=69.00Rp(ル ピー)、2004年3月11日 付 け)
皿.宗 教及び関係法と生活習慣
1)イ スラーム教
インドネシアは宗教の面か ら見 ると世界最大のイスラーム人口を抱 える多民族国家である
(表5参 照)。 しか し、地域別に見ると、 どの地域でもイスラーム教が支配的なわけではない。




宗 教 名 人 口(人) 比率(%)
イ ス ラ ー ム 156,318,610 87.20
カ ト リ ッ ク 6,411,794 3.58
プ ロ テス タ ン ト 10,820,769 6.04
ヒ ン ド ウ ー 3,287,309 1.83
仏 教 1,840,693 1.03
そ の 他 568,608 0.32
合 計 179,247,783 100.00
出 典:PendudukIndonesia,HasilSennsusPendudukl990BiroPusatStatistik






ー リア)は イスラーム教徒が関わる多 くの民事問題を管轄 し、それは相続や離婚などの家族法
が含まれる」(13)とされるが、「イスラームにおける信者の経済的義務は、ザカッ ト(zakat:義
務)や フィ トラ(fitrah:義 務)に しても、 また犠牲祭の場合を見ても、それらは主として貧困
者に向けられている。この義務を果たすことは、慈善の実践 をすることで、大 きな功徳を積む
ことになる」(14)とされ、社会福祉に関わる親族の扶養義務などもこの範畴に入る。尚、家族法





教文化、13世 紀頃か らの侵出してきたイスラム教文化、17世 紀以降の西欧文化の受容があって
も、慣習法は根本的改変までに至らずインドネシアの伝統社会に維持されてきた。
ギアッは 「慣習に基づ く解決には、次の様な固有な力がある。つまり、多 くの人々が通って
きたという事実は、あとか ら来る者たちがこの道を彼 らの価値や願望に相応 しい ものとして受
容することをいっそう容易にするということである。この状態から逸脱 した ものは例外的な理
由から起 こるとみなされる」(17)と述べているように、インドネシアでは既に述べた様に複雑な




多様な慣習法に共通する要素 としては、各共同体内部の家族 ・集団主義的な相互扶助(ゴ ト
ン ・ロヨン)精 神、寄 り合いの際の話 し合 い(ム.　 ヤワラ)に 基づ く全会一致(ム ファカト)
の法則の存在があげられる。さらに独立後の国家の建国五原則(パ ンチャ ・シラ)、農地基本法、
スカルノのナサコム(民 族主義 ・宗教 ・共産主義)構 想なども共同体の理念を具体化 した慣習
法が採 りいれられているのを見ることができる。
3)ゴ トン ・ロヨン(Gotong-Royong:相 互扶助)








動態的にとらえると相互扶助(ゴ トン・ロヨン)の 原理 となった(19)。
一般的にもコミュニティー組織はしっか りしてお り、アリサ ン(頼 母子講)や ゴトン ・ロヨ
ン(相 互扶助)と いった活動がカンポン(ム ラ社会)の 日常生活を支えているのである。
まずゴ トン ・ロヨンというと、多 くの村で行われている道路の補修や共同墓地の清掃、夜警
などが挙げられる。広大な群島国家を維持管理する政府は主要道路の建設や補修 にかか りきり
で、村落部の道路 まで手が回らない。まして村の中のことなど、 自分達で維持する以外に手段
がなく、また警察も手薄で、村には駐在所 もない。村や町内ごとに、入 り口に見張 り小屋を設
け、自分達で人の出入 りをチェックするのは、よく見られる風景である。
このように、インドネシアには村落共同体の相互扶助の習慣が現在でも広 く維持されている。
ゴ トン ・ロヨンは助け合いというより、共同体に対する義務的な奉仕活動 と言った方がよい。





1)イ ン ドネシア政府発表の福祉実施達成目標数値について 噛
保健 ・社会福祉省では、国家開発計画(PROPENAS)に 基づ く年次開発計画(REPUTA)に
おいて、福祉対象分野毎に福祉実施達成目標数(2001～2005年 の問の目標)を 表6の 如 く設定
している(20)。尚、保健 ・社会福祉省は大統領令(2000年11月23日 公布)に より保健省 と社会省
とが統合 されたものである。
養護されるべき児童の数を2005年 までに94,000人 及びス トリー ト・チル ドレンを88,000人 挙
げているが、既述 したように2000万 人を超 える絶対貧困層の数から見た場合あまりにも少ない
人数である。とはいえ広大な群島国家の地域間格差や保健 ・医療問題等優先順位の高い課題が









福 祉対象層 項 目
2005年 ま で の
達 成 目 標 数
1 孤立未開地域住民 17000所 帯
2 遺棄された児童 94000人
3 ス ト リ ー ト ・チ ル ド レ ン 88000人
4 孤立老人 79000人
5 離婚等家庭内紛糾所帯 6900所 帯
6 独立戦争功労者 1000人
7 経済的貧困所帯 309000所 帯
8 障害者 7000人
9 薬物中毒、非行少年 11000人
10 売春婦 ・刑役終了者 16000人
11 自然災害被災者 13000所 帯
注:2001～2005年 間の 目標 数値(出 展:国 際協力事 業団 イン ドネシア事務局編 集
「イン ドネ シア共和 国 セクター ・イシュー別基礎 資料』2001年 版(第1巻))
④ 設備及び環境が、ハー ドおよびソフト面を含めて十分整備されていないこと
⑤ 関係当局あるいは政府 と社会福祉団体との問の調整が未だに弱いこと
以上のように、社会省 としても社会福祉の課題を指摘 しながら、1997年 の経済危機後の目ま





今回、施設訪問で面談した施設長の二人が ドクター(教 育学)の 高学歴であったことは驚き
であったが、上記 した②で指摘されているように、広範な福祉計画を実行に移す専門家が不足
し、社会福祉に携わる人材の質も従来か ら課題 とされている。 しか し、Ir.プラナタ氏(元 デポ
ネゴロ大学教員)に よれば、「中部ジャワのスマラン市 には国立デポネゴロ大学(約10,000人 の
学生)や10以 上の私立大学が存在するが、福祉専門職養成部門は存在 しない。殆 どクリスチャ
ンやイスラームのチャリティ(慈 善事業)に 負うところが大」 とのことである。
インドネシアの社会福祉教育は50年前に始まったが、その当時、各都市に社会事業関係の高
等学校があり、 また社会事業大学校 もジャカルタにあった(現 在これは廃止されている)。





る。それは、宗教省管轄の学校(約15%)(22)と 国民教育省(日 本でいう文部科学省)管 轄の学
校(約85%)の 二つの制度があることである。
これは教育制度だけでなく、インドネシアでは法律・制度、宗教、伝統文化、民族、慣習など
常に2極 分化 した対立構造が控えている。それにも関わらず、世界最大のイスラーム国であ り
ながら大きな争いごととして表面化 しないのは、小学校か ら大学まで持続 して教育されるパン
チャシラ唯一原則 「建国5原 則」(23)(1985年法制化)が ある。













*地 域 リハビリテーション(Community-BasedRehabilitation:CBR)'で 医師やOT、PT、 看
護師を乗せたバスとリハビリテーション機械を搭載 した トラックを村々に派遣するもので、
障害に対する啓蒙活動、親たちに対する相談業務、補助具の贈呈、家庭訪問等である。
*ア ジア女性基金 「高齢者社会福祉推進事業」 この事業の基は 「元慰安婦」問題賠償(償 い
事業)か ら1996年 に12月 にスター ト。既 に20箇所以上の 「高齢者社会福祉施設」(定 員10
名程度)を 建設。




がつ くられてお り、貧困層 ・貧困家庭支援計画に協力することになっている。モスク委員会な
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ど宗教 団体 の慈 善事 業 も忘 れ て は な らな い コ ミュ ニ テ ィ活 動 で あ る。
本 稿 で 述 べ た調 査 報 告 は 中 部 ジ ャ ワ を 中心 と した もの で あ り、 イ ン ドネ シ ア全 体 を代 表 す る
もの で は な い。 他 の地 域(ジ ャ カル タ、 ス ラバ ヤ 等 の 大 都 市 、 ス マ トラ島 、 ボ ル ネ オ 島、 ス ラ
ウ ェ シ島 な ど)及 び福 祉 対 象 分 野 毎 の 調 査 を行 い イ ン ドネ シ ア の社 会福 祉 施 設 を概 観 す る課 題
が あ る。 最 後 に調 査 に協 力 し て くれ た 昔 の 同僚 やIRプ ラナ タ氏(元 国 立 デ ポ ネ ゴ ロ大 学 教 員)
及 びDr.IRム ス リム 氏(現 国 立 シ ュ リウ ィジ ャヤ 大 学教 員)に 深 く感 謝 した い。
〔注 〕
(1)イ ン ドネ シア は世界第4位 の人口 を擁 している。2002年 の人ロセ ンサスでは、総人口は2億1200万
3000人 であ る。StatistikIndonesia2002‐Statisticalyearbookoflndonesia2002‐BadanPusat
Statistik,Jakarta-lndonesia,2003,p.46
(2)片 倉 もとこ 編集代 表 『イスラーム世 界事典 』明石書店、2002年 、p.239
(3)石 井 米雄 監 修 土屋 健治 、加藤 剛、 深見純 生 編 集委 員 『イ ン ドネ シアの事 典」Encyclopediaof
Indonesia‐ 東南ア ジアを知るシ リーズ ー 同朋 舎、1991年 、p.240
(4)絶 対的貧困(absolutepoverty):ビ ア トリス ・ウェ ッブの 「生活上必要 な生活必需物資 の欠乏 して
いる状態 をい う。そ うす ると健康 、筋力、活 力 まで も損 なわれ、つ い には生命 を危 う くする まで に
なる」の定義 に代表 され る。生活必 需物資 の欠乏や不良 な居住環境 な どによ り肉体 的、生理的限界
状 況 にある貧困状 況をいう。 『社会福祉辞典』大 月書店、2002年
(5)Dr.Irwanto&S.R.Pardoen,Indonesia:SocialDevelopmentandHumanDevelopmentinAsia,p44,
1998,TheAsianPopulationandDevelopmentAssociation(APDA)
(6)田 中浩編 『世界の福祉 国家:国 際比較研究』お茶 の水書房、1997年 、pp.879-891
(7)孤 児院 と児童養護施設 とは明確 にされて いない。翻訳 の段 階で内容的 に(各 施設の理念 ・目標か ら)
も日本でい う児童養護 施設 と同 じと判断 し、児童養護施設 で統一 した。
(8)コ ー ランはイス ラームの聖典。神 か ら預言者 ムハマ ドに下 された啓 示。原語 は 「クルアー ン」 は声
高 く朗誦する こと。21世 紀研究会編 『イスラームの世 界地 図』文藝春秋、2002年 、p.245
(9)コ ー ラン(聖 典)は アラビア語 であ り、全世 界の イス ラー ム教徒 はア ラビア語 で礼拝 する ことが義
務づけ られている。21世 紀研究 会編;同 上書p.242
(10)ほ とんどの社 会福祉施設 は、簡単 な独 自の入所案 内書(Aサ イズで2ペ ー ジの印刷物)を イ ン ドネ
シア語で作 成 している。
(11)教 育 行政 で 中心 的役割 を果 た してい る の は国家教 育省(DPN)で 同省が 所轄 す る小学校(SD:
SekolahDesar)、 中学校(SLTP:SekolahLanjutanTingkatPertama)、 高校(SM:Sekolah
Menengah)が6-3-3制 が基本であ り、 高等教育機 関 としては4年 制の大学及び1～4年 制の各
種 短大及 び専 門学校 があ る。 しか し、 これ らと並 行 して宗教省所轄 のイス ラム系学校(通 称 マ ドラ
サ:Madrasahと 総称 され る)が 小学校か ら大学 まで各教育段階 にあ り、 同様 の機 能を担 っている点
がイ ン ドネシアの特 徴であ る。 国際協 力事業 団イ ン ドネ シア事務局編集 『イ ン ドネシア共和 国 セ
277
中部 ジ ャ ワ に お け る社 会福 祉 施 設 の 現 状(1)(福 本 幹 雄)
ク ター ・イ シ ュ ー別 基 礎 資 料 』2001年 版(第1巻)p,12
尚 、1999年10月 ワ ヒ ド大 統 領 政 権 下 で 従 来 の 教 育 文 化 省(DPK)か ら国 民 教 育 省(Departemen
PendidikanNasional:DPN)に 組 織 変 更 した。 イ ン ドネ シ ア ・ジ ャパ ン ク ラブ 『イ ン ドネ シ ア ・ハ ン
ドブ ック2000年 版 』JETRO..、2000年 、p.39
(12)PendudukIndonesia,HasilSennsusPenduduk1990、BiroPusatStatistik(中 央 統 計 庁)
(13)田 辺 裕 総 監 修 『ア ジ ア ・オ セ アニ ア1』 世 界 地 理 大 百 科 事 典4朝 倉 書 店 、2002年p.159,World
markEncyclopediaoftheNations
(14)前 田 恵 学 「中 部 ジ ャ ワ村 落 に け る宗 教 」、 ア ジ ア ・エ ー トス研 究 会 編 『ア ジ アの 近 代 化 にお け る伝 統
的 価 値 意 識 の 研 究 』 一 イ ン ドネ シ ア と フ ィ リ ピ ン ・そ の 村 落 調 査 を 中 心 に一 、 山 喜 房 佛 書 林 刊 、
1978年p.20
(15)田 辺 裕 総 監 修:前 掲 書p.159
(16)和 田 久 徳 、 森 弘 之 、鈴 木 恒 之著 『世 界 現 代 史5東 南 ア ジ ア現 代 史1』 総 説 ・イ ン ドネ シア 、 山川 出
版,1977年 、p.58
(17)ヒ ル ドレ ッ ド ・ギ ア ツ,戸 谷 修 、大 鐘 武 共 訳 『ジ ャ ワ の家 族 』 み す ず 書 房 、1980年 、p.59
HildredGeertz,TheJavaneseFamily:AStudyofKinshipandSocialization(NewYork:TheFlee
PressofGlencoe,1961)
(18)中 村 光 男 監 訳 『イ ン ドネ シア 農 村 社 会 の 変 容 』一 ス ハ ル ト村 落 開 発 政 策 の 光 と影 一 明石 ラ イ ブ ラ リ
ー21明 石 書 店 、2000年 、p.214
(19)石 井 米 雄 ・高 谷 好 一 、 前 田 成 文 、 土 屋 健 治 、 池端 雪 浦(監 修)『 新 訂 増 補 東 南 ア ジア を 知 る事 典 』
平 凡 社 、1999年
(20)国 際 協 力 事 業 団 イ ン ドネ シ ア 事 務 局 編 集 『イ ン ドネ シ ア 共和 国 セ ク タ ー ・イ シ ュー 別 基 礎 資 料 』
2001年 版(第1巻)pp.113-114
(21)萩 原 康 生 「イ ン ドネ シ ア の 社 会 福 祉 」,仲 村 優 一 、 一 番 ヶ瀬 康 子 編 集 委 員 会 代 表 『世 界 の 社 会福 祉
ア ジ ア』、 旬 報 社 、1998年 、p.179
(22)IndonesiaEducationStatisticsinBrief1996/1997(教 育 統 計 資 料:教 育 文 化 省)よ り生徒 数 で 筆 者 が
比 率 計 算 を行 った 。
(23)独 立 時 の(1945年)パ ンチ ャ シ ラ 唯 一 原 則 「建 国5原 則 」 は1985年 に 法 制 化 され た。 要 約 す れ ば 、
① 唯 一 な る 神 へ の 信 仰 、② 公 正 に して 善 良 な 人道 主義 、③ イ ン ドネ シ ア の統 一 、 ④ 代 議 制 に よ る英
知 に よ っ て導 か れ る民 主 主 義 、 ⑤ 全 国 民 に とっ て の社 会 的 公正 さ。
(24)白 石 隆 『新 版 イ ン ドネ シ ア』NTT出 版 、1996年 、p.8
(25)国 際 協 力 事 業 団 イ ン ドネ シ ア事 務 局 編 集;前 掲 書 、p.121
(26)国 際 協 力 事 業 団 イ ン ドネ シ ア事 務 局 編 集;前 掲 書 、p.87
(ふ く も と み き お 高 野 山 大 学)
(指 導:中 村 永 司 教 授)
2004年10月15日 受 理
一278一
